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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・6/3（土）青陽館大掃除あり。6勤となる方もいるので体調管理に気を付けて過ごすこと。

・人事考課の面談終了。今年度上半期の目標等を打ち込んだ後、5/31(水)まで小嶋SGMまで提出すること。

・園芸療法について、現在種や苗を全て植えている状態である為、午前中の作業療法の時間等、水やりや草取りの作業が出来そうな時は利用者に声を掛け、積極的に取り組むようにすること。

・今後の行事について、納涼会は8/11（金）の祝日を予定。7/17（月）の祝日は、利用者に意見を聞きつつ、考えることとしている。現在のスタッフ間の意見では、映画館での映画鑑賞や海への散策が出ている。

 [各種提出期限]

・プログラムテキスト締め切り5/26(金)8:00まで

・月報6/2(金)締め切り

＜利用者様情報＞

デイケア
・根地戸　恵　様　～先日、他利用者（北村奈美様）とトラブルになった件について「私が完全に悪かったんだけどね」と振り返っているが、介入した特定スタッフに対して相手の方ばかり庇っていたと不満を話している。介入したことに関しては、本人のためであることを伝えると「そうだよね」と話すが、再度同じことを訴え、外来受診したいと希望している。対処として頓服薬を服薬することと距離をとるよう伝えるが、頓服薬を飲みたくないと話しており、理由は「効かない」「何も分かっていないと」と興奮しながら話している。気分転換に運動療法の参加を促すと、その後は表情穏やかとなり、特定スタッフとも問題なく交流している。その後担当スタッフと振り返りを行った際、夕食後薬と就床前薬を飲み忘れることが多く、その為病状が悪いのではないかと話している。また、自分から特定スタッフに悪いことをしたと話しており、相手へ謝罪している。服薬の重要性を伝え、病状悪化時には頓服薬を必ず服用することを約束している。以降、不調や不満を訴えることはないが、引き続き言動に注意しながら関わっていく。

・繁名　和恵　様　～定時に来所しておらず、GH世話人から電話あり、来所していない理由として頭痛やトイレに2・3回入っていたことを話していたとのこと。青陽館に電話するように促し、来所するよう伝えたとの情報提供がある。その後、本人より電話があり、頭痛がある為欠席したいと活気なく話している。体温36.3℃、血圧163/122mmHg、脈拍98回/分で、昼食を食べに来るだけでもよいことを伝えるが、拒否している。明日は来るよう約束し、本日は欠席となっている。

・下川戸　長司様　～本日午後より体験利用予定となっている。

デイナイトケア
・岩城　敏夫　様　～昨日、帰荘直前にトイレに篭り、腹痛、下痢、頭痛の症状を話している。本日のデイナイトケアでは、上記症状の訴えは聞かれていない。その後、スタッフに「時計を壊した人が弁償するのだって先代の院長が言ってた」と、突然話し掛けがある。誰かに壊されたのか尋ねると、「これだ」と自身の腕時計を見せているが、故障は見られない。そのことを伝えるが、「俺がさっき合わせたのだ」「壊れてるのだ」と、誰かに壊されたような発言がある。時計屋に見てもらう等、修理の依頼をしてみてはどうか話してみるが、繰り返し同様の話をしている。今後も訴えのあった際は、話を傾聴し対応していく。

・千葉　輝夫　様　～来所後、ロッカーへ行こうとするが、ロッカーの鍵を取った時点で場所が分からず迷っている様子があり、声掛けを要している。また、窓を閉めることが普段通り見られている為、都度スタッフが介入している。

・鈴木　真知子　様～昨日朝から表情の冴えなさや特定利用者（板橋利美様）へ声を掛けること、階段を降りようとしている様子が見られており、日中頓服薬を服用している。夕食後からは目をつぶって首を振っていることや、帰荘時に突然振り返ることがあり、精神症状の影響が考えられる。本日は外出となっており、デイナイトケア欠席となっているが、来所時には本人の言動に注意しながら関わっていく。

ナイトケア
・八木橋　牧雄　様～最近月曜日に来所できないことが多かったが、本日は定時に普段通りに来所することができている。スタッフから体調を聞くと、不調は特にないとのことで、酒臭や顔面紅潮はなく、手指振戦は軽度となっている。最近の状況を振り返りながら、本日来所できたことを評価し、今後も続けて来所するよう促すと「わかった」と話している。

＜外来情報＞
・庭田　美紀子　様～特変はなく過ごしている様子で、中途覚醒は少なくなり、睡眠状態も安定していると話している。

・下妻　康貴　様　～「ハウス作業の中で異動があるから慣れるのに大変です」と話すが、表情は穏やかで全体的に落ち着いている。6/18のスポーツ観戦を楽しみにしていると話している。

・浜辺　信明　様　～入眠困難感はあるが、体調・精神状態は変わりないとのこと。幻聴に左右されることなく、人間関係にも問題なく過ごしていると話している。

・大下　良悦　様　～ピアドゥへ買い物に行っていると話している。お金のやりくりは上手く出来ているとのこと。

・小野寺　ノリ　様～穏やかであり、医師の質問へも「変わりないです」と答えている。

・吉田　冨秋　様　～体調は変化ないが「借金があるから退所したいです」「借金は兄も知らないことだから」と訴えている。医師は借金の件は聞いたことがない為、作話の可能性もあるとしそのまま話し、傾聴にて終了。退所についてしつこく訴えることはない。肺炎球菌ワクチン施行している。

・袴田　淑子　様　～外泊時姉とも上手く過ごせて問題はなかったと話している。足の痛みを訴えているが、様子観察となる。

・山田　隆雄　様　～自身の頭を叩く行為の意味について医師に問われるが「何もない」「大丈夫です」と話すが、表情の硬さがある。医師からあまり頭を叩くとみんなが驚くのであまりやらないように説明あり、本人頷いている。

・鈴木　惇浩　様～農作業は指示通り行えており、パニック発作もなく経過している。全体的に落ち着いている様子がある。

・齊藤　良宏　様～他科受診が多く、家族負担が多いと話している。荻生内科で心臓の検査がある為、その後、変わりがなければ当院で診て、何かあった際には荻生内科へお願いすることを家族へ伝えている｡肺炎球菌ワクチン施行している｡

・川崎　広幸　様～断酒継続出来ており、飲酒欲求もないと話している｡先週は農作業が遅くなり、AAや断酒会に行けなかったと話している｡

・浅坂　政美　様～休みの日は家のことをしており、躓きや転倒などはなかったとのこと｡睡眠もとれており、落ち着いていると話している。

・佐羽内　裕亮様～家で引きこもりゲームをしていることが多く、苛々することも多いと家族からの情報がある｡診察中、本人は終始うつむき表情を硬くしている｡医師より、デイケアの利用回数を増やすことを検討し、外に出て体力作りや体重コントロールにつなげていけたら良いのではないかとの提案があり｡本人も医師の提案に頷いている｡

